
令和7（2025）年度入学生カリキュラム　カリキュラムマップ

学科・専攻名

科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位

学士課程基幹教育科目 言語・情報科目
コミュニケーション（外
国語）

Communicative English   1r ● B1
Communicative
English  1r

● 1

学士課程基幹教育科目 言語・情報科目
コミュニケーション（外
国語）

Communicative English  1o ● B1
Communicative
English  1o

● 1

speaking, listening
(CEFR-J: A1-A2) 学士課程基幹教育科目 言語・情報科目

コミュニケーション（外
国語）

Communicative English  2y ● B1
Communicative
English  2y

● 1

speaking, listening
(CEFR-J: A2) 学士課程基幹教育科目 言語・情報科目

コミュニケーション（外
国語）

Communicative English  2g ● B1
Communicative
English  2g

● 1

学士課程基幹教育科目 言語・情報科目
コミュニケーション（外
国語）

Basic English 1r ● B1 Basic English 1r ● 1

学士課程基幹教育科目 言語・情報科目
コミュニケーション（外
国語）

Basic English 1o ● B1 Basic English 1o ● 1

speaking, listening
(CEFR-J: A1-A2) 学士課程基幹教育科目 言語・情報科目

コミュニケーション（外
国語）

Basic English 2y ● B1 Basic English 2y ● 1

speaking, listening
(CEFR-J: A2) 学士課程基幹教育科目 言語・情報科目

コミュニケーション（外
国語）

Basic English 2g ● B1 Basic English 2g ● 1

学士課程基幹教育科目 言語・情報科目
コミュニケーション（外
国語）

Conversation and Fluency
A

B1
Conversation and
Fluency A

1

学士課程基幹教育科目 言語・情報科目
コミュニケーション（外
国語）

conversation and Fluency B B1
Conversation and
Fluency B

1

学士課程基幹教育科目 言語・情報科目
コミュニケーション（外
国語）

中国語　Ⅰ ○ B1 中国語　Ⅰ ○ 1

学士課程基幹教育科目 言語・情報科目
コミュニケーション（外
国語）

中国語　Ⅱ ○ B1 中国語　Ⅱ ○ 1

学士課程基幹教育科目 言語・情報科目
コミュニケーション（外
国語）

中国語　Ⅲ ○ B1 中国語　Ⅲ ○ 1

学士課程基幹教育科目 言語・情報科目
コミュニケーション（外
国語）

中国語　Ⅳ ○ B1 中国語　Ⅳ ○ 1

学士課程基幹教育科目 言語・情報科目
コミュニケーション（外
国語）

韓国・朝鮮語　Ⅰ ○ B1
韓国・朝鮮語
Ⅰ

○ 1

学士課程基幹教育科目 言語・情報科目
コミュニケーション（外
国語）

韓国・朝鮮語　Ⅱ ○ B1
韓国・朝鮮語
Ⅱ

○ 1

学士課程基幹教育科目 言語・情報科目
コミュニケーション（外
国語）

韓国・朝鮮語　Ⅲ ○ B1
韓国・朝鮮語
Ⅲ

○ 1

学士課程基幹教育科目 言語・情報科目
コミュニケーション（外
国語）

韓国・朝鮮語　Ⅳ ○ B1
韓国・朝鮮語
Ⅳ

○ 1

学士課程基幹教育科目 言語・情報科目
コミュニケーション（外
国語）

ドイツ語　Ⅰ ○ B1 ドイツ語　Ⅰ ○ 1

学士課程基幹教育科目 言語・情報科目
コミュニケーション（外
国語）

ドイツ語　Ⅱ ○ B1 ドイツ語　Ⅱ ○ 1

学士課程基幹教育科目 言語・情報科目
コミュニケーション（外
国語）

フランス語　Ⅰ ○ B1 フランス語　Ⅰ ○ 1

学士課程基幹教育科目 言語・情報科目
コミュニケーション（外
国語）

フランス語　Ⅱ ○ B1 フランス語　Ⅱ ○ 1

学士課程基幹教育科目 言語・情報科目
コミュニケーション（外
国語）

スペイン語　Ⅰ ○ B1 スペイン語　Ⅰ ○ 1

学士課程基幹教育科目 言語・情報科目
コミュニケーション（外
国語）

スペイン語　Ⅱ ○ B1 スペイン語　Ⅱ ○ 1

学士課程基幹教育科目 言語・情報科目
コミュニケーション（外
国語）

アジアの言語・文化を知
る

B1
アジアの言語・
文化を知る

1

専攻科目 基礎スキル科目 Writing 1A ● B1 Writing 1A ● 1

専攻科目 基礎スキル科目 Writing 1B ● B1 Writing 1B ● 1

専攻科目 基礎スキル科目 Writing 1C ● B1 Writing 1C ● 1

専攻科目 基礎スキル科目 Writing 1D ● B1 Writing 1D ● 1

専攻科目 基礎スキル科目 Writing 2A ● B1 Writing 2A ● 1

専攻科目 基礎スキル科目 Writing 2B ● B1 Writing 2B ● 1

専攻科目 発展科目 Essay Writing A ● B1 Essay Writing A ● 1

専攻科目 発展科目 Essay Writing B ● B1 Essay Writing B ● 1

専攻科目 基礎スキル科目 Speaking/ listening 1A ● B1
Speaking/
listening 1A

● 1

専攻科目 基礎スキル科目 Speaking/ listening１B ● B1
Speaking/
listening１B

● 1

speaking, listening
(CEFR-J: A1-A2) 専攻科目 基礎スキル科目 Speaking/ listening 2 ● B1

Speaking/
listening 2

● 1

speaking, listening
(CEFR-J: A2-B1) 専攻科目 発展科目 Business Communication ● B1

Business
Communication ● 1

専攻科目 基礎スキル科目 Reading 1A ● B1 Reading 1A ● 1

専攻科目 基礎スキル科目 Reading 1B ● B1 Reading 1B ● 1

reading
(CEFR-J: A2-B1) 専攻科目 基礎スキル科目 Reading 2 ● B1 Reading 2 ● 1

専攻科目 発展科目 Advanced Reading A ● B1
Advanced
Reading A

● 1

専攻科目 発展科目 Advanced Reading B ● B1
Advanced
Reading B

● 1

専攻科目 基礎スキル科目 English Workshop A ○ B1 ○ 1

専攻科目 基礎スキル科目 English Workshop B ○ B1 ○ 1

専攻科目 基礎スキル科目 English Workshop C ○ B1 ○ 1

専攻科目 基礎スキル科目 English Workshop D ○ B1 ○ 1

国際英語学科（言語教育実践コース）
育成する人材像・到達目標 到達目標に対応する授業科目

【英語の検定試験対策】 　英語の
検定試験対策を通して、総合的な
英語力を身につけることができ
る。

TOEIC(R)換算で、English WorkshopA, B
は400点、English WorkshopC, Dは600
点を目標とする。

ヨーロッパ言語共通参照枠
（Common European Framework of
Reference for Languages）の中の
「自立した言語使用者
（Independent Users）」レベルの高
度な英語運用能力と、多文化世界
で生きるために必要な幅広い教養
を身につけて卒業できることを約
束します。
　英語教育指導者のほか、英語の
スペシャリストとして観光・旅行
業をはじめとした企業で国際業務
等を担う実務家、あるいは外国人
に日本語や日本文化を教える日本
語教師など、幅広く国際社会で活
躍できる人材を育成します。

【speaking, listening】 speaking,
listeningについて、ＣＥＦＲ-J: Pre
A1〜B1レベルのスキルを身につけ
ることができる

speaking, listening
(CEFR-J: Pre A1-A1)

【reading】 Readingについて、ＣＥ
ＦＲ-J: A1〜B2レベルのスキルを
身につけることができる。

reading
(CEFR-J: A1-A2)

reading (CEFR-J: B1-B2)

1年 2年 4年

育成する人材像 到達目標１（綱） 到達目標２（細） 科目区分１ 科目区分２ 科目区分３
授業科目 春 秋

3年

春 秋 春 秋

多文化世界で生きるための教養を
身につけることができる。

英語以外の外国語の基礎的な運用
能力を身につけることができる。

【writing】 Writingについて、ＣＥ
ＦＲ-J: Pre A1〜Ｂ1レベルのスキ
ルを身につけることができる。

writing
(CEFR-J: Pre A1-A1)

writing
(CEFR-J: A1-A2)

writing (CEFR-J: A2-B1)

春

speaking, listeningについて、ＣＥＦ
Ｒ-J: Pre A1〜B1レベルの英語運
用能力を身につけることができ
る。

speaking, listening
(CEFR-J: Pre A1-A1)

speaking, listening
(CEFR-J: Pre A1-A1)

speaking, listening
(CEFR-J: B1-B2)

秋

English Workshop A

English Workshop B

English Workshop C

English Workshop D



令和7（2025）年度入学生カリキュラム　カリキュラムマップ

学科・専攻名

科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位

国際英語学科（言語教育実践コース）
育成する人材像・到達目標 到達目標に対応する授業科目 1年 2年 4年

育成する人材像 到達目標１（綱） 到達目標２（細） 科目区分１ 科目区分２ 科目区分３
授業科目 春 秋

3年

春 秋 春 秋春秋

英語の実践力を海外留学でさらに高め
る 専攻科目 グローバル実践科目 海外語学演習 ● B16 海外語学演習 ● 16

実践的な英語力をインターンシップに
活かす 専攻科目 グローバル実践科目 国際英語企業実習 C2

国際英語企業実
習

2

学士課程基幹教育科目 言語・情報科目
コミュニケーション（外
国語）

接客英会話 B1 接客英会話 1

学士課程基幹教育科目 言語・情報科目
コミュニケーション（外
国語）

創作の英語 B1 創作の英語 1

学士課程基幹教育科目 言語・情報科目
コミュニケーション（外
国語）

英語プレゼンテーション B1
英語プレゼン
テーション

1

学士課程基幹教育科目 樟蔭コア科目 樟蔭の窓 ● A1 樟蔭の窓 ● 1

専攻科目 基礎教養科目 English Fundamentals A ● B1
English
Fundamentals A

● 1

専攻科目 基礎教養科目 English Fundamentals B ● B1
English
Fundamentals B

● 1

学士課程基幹教育科目
コミュニケーション（日
本語リテラシー）

新聞で学ぶ日本語A B1
新聞で学ぶ日本
語A

1

学士課程基幹教育科目
コミュニケーション（日
本語リテラシー）

新聞で学ぶ日本語B B1
新聞で学ぶ日本
語B

1

学士課程基幹教育科目
コミュニケーション（日
本語リテラシー）

生活の中の日本語A B1
生活の中の日本
語A

1

学士課程基幹教育科目
コミュニケーション（日
本語リテラシー）

生活の中の日本語B B1
生活の中の日本
語B

1

学士課程基幹教育科目
コミュニケーション（日
本語リテラシー）

論理トレーニング B1
論理トレーニン
グ

1

学士課程基幹教育科目
コミュニケーション（日
本語リテラシー）

トータルプレゼンテー
ション

B1
トータルプレゼ
ンテーション

1

専攻科目 卒論演習科目 国際英語学演習Ⅰ ● B1 国際英語学演習I ● 1

専攻科目 卒論演習科目 国際英語学演習Ⅱ ● B1 国際英語学演習II ● 1

専攻科目 卒論演習科目 国際英語学演習Ⅲ ● B1 国際英語学演習III ● 1

専攻科目 卒論演習科目 国際英語学演習Ⅳ ● B1
国際英語学演習
IV

● 1

専攻科目 卒論演習科目 卒業論文 ● 6 卒業論文 ● 6

専攻科目 基礎教養科目 比較文化実習 ○ D1 比較文化実習 ○ 1

専攻科目 基礎教養科目 日本文化論 ○ A2 日本文化論 ○ 2

専攻科目 基幹科目 日本文化実習 C1
日本文化実習
（集中）

1

専攻科目 基幹科目 英語で学ぶ日本文化 B1
英語で学ぶ日本
文化

1

専攻科目 発展科目 Performance English B1
Performance
English

1

専攻科目 基礎教養科目 身近な韓国 ○ D2 身近な韓国 ○ 2

専攻科目 基礎教養科目 東アジアの観光 ○ A2 東アジアの観光 ○ 2

専攻科目 基礎教養科目 韓国の文化と芸術 ○ A2 韓国の文化と芸術 ○ 2

専攻科目 基幹科目 韓国・朝鮮語演習Ａ ○ B1
韓国・朝鮮語演
習Ａ

〇 1

専攻科目 基幹科目 韓国・朝鮮語演習Ｂ ○ B1
韓国・朝鮮語演
習Ｂ

〇 1

専攻科目 発展科目 現代韓国論 A2 現代韓国論 2

専攻科目 発展科目 英語翻訳演習 B1 英語翻訳演習 1

専攻科目 発展科目 英語通訳演習 B1 英語通訳演習 1

学士課程基幹教育科目 キャリア系科目 キャリア設計 B1 キャリア設計 1

学士課程基幹教育科目 キャリア系科目 キャリア開発 B1 キャリア開発 1

学士課程基幹教育科目 キャリア系科目 キャリア研究 A2 キャリア研究 2

専攻科目 基礎教養科目 言語学概論 ○ A2 言語学概論 ○ 2

専攻科目 基礎教養科目 英語学概論Ａ ○ A2 英語学概論Ａ ○ 2

専攻科目 基礎教養科目 英語学概論Ｂ ○ A2 英語学概論Ｂ ○ 2

専攻科目 基幹科目 英語音声学 ○ A2 英語音声学 ○ 2

専攻科目 発展科目 英語学研究Ａ ○ A2 英語学研究Ａ ○ 2

専攻科目 発展科目 日英語比較論Ａ ○ A2 日英語比較論Ａ ○ 2

専攻科目 発展科目 英語学研究Ｂ ○ A2 英語学研究Ｂ ○ 2

専攻科目 発展科目 日英語比較論Ｂ ○ A2 日英語比較論Ｂ ○ 2

ヨーロッパ言語共通参照枠
（Common European Framework of
Reference for Languages）の中の
「自立した言語使用者
（Independent Users）」レベルの高
度な英語運用能力と、多文化世界
で生きるために必要な幅広い教養
を身につけて卒業できることを約
束します。
　英語教育指導者のほか、英語の
スペシャリストとして観光・旅行
業をはじめとした企業で国際業務
等を担う実務家、あるいは外国人
に日本語や日本文化を教える日本
語教師など、幅広く国際社会で活
躍できる人材を育成します。

英語教員になるために必要な、英
語学の知識を身につけることがで
きる。

【英語学・英米文化】 英語教員に
なるために必要な英語学・英米文
化の知識を身につけることができ
る。

日本の伝統文化について理解し、
それを英語で表現できる。

【コース共通：通訳・翻訳分野】高度
な英語力を身につけ、実践ができる。

英語翻訳・通訳・プレゼンテー
ションなどの技能を身につけるこ
とができる。

【コース共通：キャリア科目】 将来働
くために役立つ知識を身につけること
ができる。

自らのキャリア選択に能動的・自主
的・肯定的に取組み、キャリアを選
択・決定できる。

【コース共通：アジア圏文化】東アジ
アの国々についての知識を身につける
ことができる。

【総合的英語実践Ⅰ】1年次から2年次
春期にかけて養ってきた英語力を海外
で活かす。

【総合的英語実践II】海外留学で身につ
けた英語の技能をよる実践的に活かす
ことができる。

海外留学で身につけてきた英語の技能
をを、より実践的、具体的に活用でき
る。

【国際英語学研究】 国際英語学研
究のための、基礎から専門までの
知識や技術、やり遂げる力を身に
つけ、それを4回生で卒業論文の形
にまとめることができる。

ゼミナール形式で、国際英語学研究の
ための、基礎的な知識・技術、やり遂
げる力を身につけることができる。

批判的な考え方を身につけ、それを日
本語で理解し、また「書いたり」「発
表したり」表現できる力を身につける
ことができる。

ゼミナール形式で、国際英語学研究の
ための発展的な知識を身につけ、卒業
論文の形にまとめることができる。

韓国などな日本の周辺の国々の政
治、文化的状況を理解できる。

【コース共通：グローバル社会で生き
るための日本文化】日本文化を理解し
発信できる。
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学科・専攻名

科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位

国際英語学科（言語教育実践コース）
育成する人材像・到達目標 到達目標に対応する授業科目 1年 2年 4年

育成する人材像 到達目標１（綱） 到達目標２（細） 科目区分１ 科目区分２ 科目区分３
授業科目 春 秋

3年

春 秋 春 秋春秋

専攻科目 基礎教養科目 比較文化学概論 ○ A2 比較文化学概論 ○ 2

専攻科目 基礎教養科目 英米文学概論Ａ ○ A2 英米文学概論Ａ ○ 2

専攻科目 基礎教養科目 英米文学概論Ｂ ○ A2 英米文学概論Ｂ ○ 2

専攻科目 基幹科目 異文化理解論 ○ A2 異文化理解論 ○ 2

専攻科目 発展科目 比較文学論 ○ A2 比較文学論 ○ 2

専攻科目 基礎教養科目 日本語教育学概論 ○ A2
日本語教育学概
論

○ 2

専攻科目 基礎教養科目 日本語学 ○ A2 日本語学 ○ 2

専攻科目 基礎教養科目 日本語教授法 ○ A2 日本語教授法 ○ 2

専攻科目 基礎教養科目 日本語音声学 ○ A2 日本語音声学 ○ 2

専攻科目 基幹科目 日本語文法 ○ A2 日本語文法 ○ 2

専攻科目 基幹科目 日本語教育学演習Ａ ○ B1
日本語教育学演
習Ａ

○ 1

専攻科目 基幹科目 日本語教育学演習Ｂ ○ B1
日本語教育学演
習Ｂ

○ 1

専攻科目 基幹科目 日本語教材論 ○ A2 日本語教材論 ○ 2

日本語教育科目 言語と教育 日本語教育実習A ○ C1 日本語教育実習A ○ 1

日本語教育科目 言語と教育 日本語教育実習B ○ C1 日本語教育実習B ○ 1

日本語教育科目 言語と教育
年少者のための日本語教
育

○ A2
年少者のための
日本語教育

○ 2

専攻科目 発展科目 言語の歴史と類型 ○ A2
言語の歴史と類
型

○ 2

専攻科目 発展科目 社会言語学 ○ A2 社会言語学 ○ 2

専攻科目 発展科目 児童英語教育論 ○ A2 児童英語教育論 ○ 2

専攻科目 発展科目 第二言語習得論 ○ A2 第二言語習得論 ○ 2

専攻科目 発展科目 English for Kids I ○ B1 English for Kids I ○ 1

専攻科目 発展科目 English for Kids II ○ B1 English for Kids II ○ 1

専攻科目 発展科目 小学校英語指導法 ○ A2
小学校英語指導
法

○ 2

教職に関する科目 基礎スキル科目 (Writing 1A) 教 B1 (Writing 1A) 教

教職に関する科目 基礎スキル科目 (Writing 1B) 教 B1 (Writing 1B) 教

教職に関する科目 基礎スキル科目 (Writing 1C) 教 B1 (Writing 1C) 教

教職に関する科目 基礎スキル科目 (Writing 1D) 教 B1 (Writing 1D) 教

教職に関する科目 基礎スキル科目 (Writing 2A) 教 B1 (Writing 2A) 教

教職に関する科目 基礎スキル科目 (Writing 2B) 教 B1 (Writing 2B) 教

教職に関する科目 基礎スキル科目 (Speaking/ listening 1A) 教 B1
(Speaking/
listening 1A)

教

教職に関する科目 基礎スキル科目 (Speaking/ listening 1B) 教 B1
(Speaking/
listening 1B)

教

教職に関する科目 基礎スキル科目 (Speaking/ listening 2) 教 B1
(Speaking/
listening 2)

教

教職に関する科目 基礎スキル科目 (Reading 1A) 教 B1 (Reading 1A) 教

教職に関する科目 基礎スキル科目 (Reading 1B) 教 B1 (Reading 1B) 教

教職に関する科目 基礎スキル科目 (Reading 2) 教 B1 (Reading 2) 教

教職に関する科目 基礎教養科目 (English Fundamentals A) 教 B1
(English
Fundamentals A)

教

教職に関する科目 基礎教養科目 (English Fundamentals B) 教 B1
(English
Fundamentals B)

教

教職に関する科目 基礎教養科目 （比較文化学概論） 教 A2
（比較文化学概
論）

教

教職に関する科目 基礎教養科目 （英語学概論Ａ） 教 A2
（英語学概論
Ａ）

教

教職に関する科目 基礎教養科目 （英語学概論Ｂ） 教 A2
（英語学概論
Ｂ）

教

教職に関する科目 基礎教養科目 （英米文学概論Ａ） 教 A2
（英米文学概論
Ａ）

教

教職に関する科目 基礎教養科目 （英米文学概論Ｂ） 教 A2
（英米文学概論
Ｂ）

教

教職に関する科目 基幹科目 （異文化理解論） 教 A2
（異文化理解
論）

教

教職に関する科目 英語科教科教育法Ａ 教 A2
英語科教科教育
法Ａ

教 2

教職に関する科目 英語科教科教育法Ｂ 教 A2
英語科教科教育
法Ｂ（集中）

教 2

教職に関する科目 英語科教科教育法Ｃ 教 A2
英語科教科教育
法Ｃ

教 2

教職に関する科目 英語科教科教育法Ｄ 教 A2
英語科教科教育
法Ｄ

教 2

23 30 30 19 22 31 6 11

ヨーロッパ言語共通参照枠
（Common European Framework of
Reference for Languages）の中の
「自立した言語使用者
（Independent Users）」レベルの高
度な英語運用能力と、多文化世界
で生きるために必要な幅広い教養
を身につけて卒業できることを約
束します。
　英語教育指導者のほか、英語の
スペシャリストとして観光・旅行
業をはじめとした企業で国際業務
等を担う実務家、あるいは外国人
に日本語や日本文化を教える日本
語教師など、幅広く国際社会で活
躍できる人材を育成します。

【日本語教員】 日本語教員になる
ための知識や技術を身につけるこ
とができる。

日本語教員になるために必要な、
日本語・日本語教育に関する知識
を身につけることができる。

【英語教員】 英語教員になるため
の知識や技術を身につけることが
できる。

児童英語を教えるための知識と技
能を身につけることができる。

英語を中学生・高校生に教える際
に必要な知識・技術に関して理解
し実践できる。

英語教員（中学・高校）になるた
めの知識と技能を身につける事が
できる。

英語教員になるために必要な、英
米文化、異文化についての知識を
身につけることができる。

【英語学・英米文化】 英語教員に
なるために必要な英語学・英米文
化の知識を身につけることができ
る。


